
 

 

平成２７年度 入札監視委員会議事概要 

 
陸上自衛隊北部方面隊  

開催日及び場所 平成２７年１２月２１日（月） 北海道防衛局４階会議室 

委     員 
 

 

 

阿座上委員長（地域経済研究所 理事長） 
  神谷委員（札幌医科大学 客員教授） 
 木下委員（監査法人銀河 理事長） 
津田委員（ほくと総合法律事務所 弁護士） 
菊地委員（北海商科大学 教授） 

 
  契約実施機関が締結する契約に関する審議                      陸上自衛隊北部方面隊 

審議対象期間 平成２６年４月１日 ～ 平成２７年３月３１日 

審議対象件数 ２２，７４５件 

 

１．入札状況について（入札参加資格の設定、指名及び落札者決定の経緯等について） 

抽  出  件  数 １３件 

 

（審議概要） 
 
・陸自担当者から契約状況の説明 
・対象案件より抽出された１３件
の概要について陸自担当者が説明
後、委員会による審議 

 

 

 
一 般 競 争 契 約 １１件 

指 名 競 争 契 約 
 
                 ０件 

随  意  契  約 
 
                 ２件 

 

 
 

 

 ○委員からの 
     意見・質問 

 

 
   ○それに対する 

     回答等 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

 
 
 

意 見 ・ 質 問 回     答 

【抽出案件】 
 
○一般競争 
①〔航空写真ネットワークディスク〕 
・１者応札となったのは何故か。 
 
 
 
 
・落札業者はメーカーか。 
 
 
・他に同種データを扱っている業者はある
か。 
 
 
・見積りを徴取した業者は小売か。 
 
・入札日から納期まで１か月を設定してい
るのは何故か。 
 
 
 

 
 
 
 
・納品する際の輸送に時間を要す
るため、納期までに納入できない
可能性があることから入札に参加
しなかった業者があった。 
 
・メーカーであり、今回は自社製
品の納入である。 
 
・インターネットによると同様の
商品を取り扱っている業者はある
。 
 
・小売店である。 
 
・業者内部規定で販売についての
承認に時間を要するとのことから
１か月としたものである。 
 
 



 
 
 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 
 
 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

 
 
 

 

 

・落札業者の自社製品又は同等品の納入に
ついての見積りをメーカーである落札者以
外の業者はどのように算定したのか。 
 
・今回の製品は初めから今回の落札者であ
るメーカー製品と決めていたのか。 
 
 
・予定価格はどのように算定したか。 
 
 
 
・要求仕様において、今回の落札者である
メーカーの製品を指定しているが、これは
、当該メーカーが有利になるのではないか
。 
 
・落札業者であるメーカーの製品以外につ
いても要求仕様として公告に示すことがで
きたのではないか。 
 
・一般競争ではなく、公募を行うほうが良
いのではないか。 
 
 
○一般競争 
②〔幕僚調整支援装置〕 
・一般競争ではなく随意契約を行うのが良
いのではないか。 
 
 
・要求仕様が某メーカーの製品となってい
るにも拘らず当該メーカーは入札に参加し
てこなかったのか。また、声掛けは行った
か。 
 
 
○一般競争 
③〔災害対処用ＧＩＳデータインストール 
 〕 
・本件はどのような役務なのか。 
 
 
 
 
・見積書を提出した２業者はメーカーか。
また、他社へは見積りを依頼していないの
か。 
 
・見積書を提出した業者が入札に参加して
こなかったのは何故か。 
 
 
 
・履行期限を延長することはできないのか
。 
 
 
 

・メーカーの製品を販売できる小
売店はメーカーの金額を調査でき
るものと思われる。 
 
・同等品も認めている。要求仕様
を公告するために、メーカー製品
の仕様を示したものである。 
 
・今回の落札者であるメーカー及
び他社に対し、価格調査依頼を実
施し、積算した。 
 
・当該メーカーの価格のほかに、
小売店の価格も確認し、金額が妥
当であるか判断した。 
 
 
・他社製品については、要求内容
に合致するものがなかった。 
 
 
・公募期間を要するため、納期に
間に合わなくなることが考えられ
ることから、一般競争とした。 
 
 
 
・対応可能な業者が他にいないと
断言できないことから、一般競争
に付さなければならなかった。 
 
・当該メーカーは入札に参加して
こなかった。当該メーカー以外の
小売業者に対しては、声掛けを行
った。 
 
 
 
 
 
・自衛隊が保有している災害対応
資料データに国勢調査情報を追加
インストールし、更新する内容で
ある。 
 
・１社はメーカーであり、もう１
社は小売店である。また、複数社
に対し見積り依頼を実施した。 
 
・聞き取りにより、納期までの時
間が短いため、作業員確保が困難
であることから、入札に参加しな
かった。 
 
・現行規則（財政法）上、延長す
ることはできない。 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 

 
 
 

 

 

 
 

○一般競争 
④⑤〔小型模型飛行機〕 
・応札してきた１者はメーカーか。 
 
・過去には別の業者と契約をしていて途中
から今回の落札業者と契約しているが、過
去の契約業者が入札に参加してこなくなっ
たのは何故か。 
 
・要求仕様製品を扱う業者は何社くらいい
るのか。 
 
 
 
 
・落札率が過去３年１００％となっている
が問題認識はないのか。 
 
 
○随意契約 
⑥⑦〔弾殻回収役務〕 
・過去からずっと落札者と随意契約を行っ
ているのか。 
 
・弾殻を回収する海域が変わった場合にお
いても常に随意契約になるのか。 
 
 
○一般競争 
⑧〔給食業務部外委託役務（駐屯地）〕 
⑨〔給食業務部外委託役務（ニセコ）〕 
・過去数年にわたって同一の１社しか入札
に参加していないのは何故か。 
 
 
○一般競争 
⑩〔給食業務部外委託・食器洗浄及び清掃 
作業の部外委託役務〕 

・平成２１年度以降、ほぼ今回の落札者と
の契約となっているが、他に受注可能な業
者はいないのか。 
 
○一般競争 
⑪〔給食業務部外委託請負役務〕 
・参加資格要件の緩和を行った効果はあっ
たか。 
 
 
 
・落札率が１００％に近くなっているが予
定価格はどのように算定したのか。 
 
 
 
○一般競争 
⑫〔２４ｔオートリフト定期点検〕 
・メーカー以外の業者は定期点検はできな
いのか。 
 

 
 
・メーカーである。 
 
・指名停止を受けたためと聞いて
いる。 
 
 
 
・無人航空機協会に落札業者と同
種の業者が複数登録されているこ
とが最近判明したので、今後、公
告の掲示場所を増やすことを検討
している。 
 
・競争性の拡大を図る必要がある
と考え、平成２６年度以降は参加
資格要件を緩和した。 
 
 
 
・訓練海域を管理する漁業協同組
合と随意契約を行っている。 
 
・その訓練海域を管理する漁業協
同組合と随意契約を行うこととな
る。 
 
 
 
 
・観光地である倶知安町とニセコ
の特性上、雇用人員が確保できな
いと聞いている。 
 
 
 
 
・他業者に声掛けを行っているが
、入札参加までには至っていない
。 
 
 
 
・競争参加資格を「Ｃ」以上から
「Ｄ」以上に緩和した結果、応札
意志のある業者が複数いることが
判明した。 
 
・人件費については北海道最低賃
金を、消耗品等は業者からの見積
額と過去の実績を比較して安価値
を採用して算定した。 
 
 
 
・今のところメーカーしか入札に
参加してきていないが、今後、メ
ーカー以外の業者が対応できない



 
 
・公告の掲示方法についてどのように考え
ているか。 
 
 
○一般競争 
⑬〔切込砕石〕 
・参加資格要件を緩和した効果はあったか
。 

ものか調査する。 
 
・多業種の業者の目に触れること
により公告内容が業者間に広がる
ことを期待して駐屯地内に公告を
掲示している。 
 
 
・過去の同様の発注における入札
参加者は２者であったが、今回は
３者に増えた。 

 委員会による意見 
の具申又は勧告の
内容 

特になし。 

 

   


